
  当協会のメインの講習会は”技能講習”と呼ばれるもので、
　元旦に能登大震災、２日に羽田空港での航空機事故と令和６年は最悪のスタートとなりました。　能登の震災は 「ガス溶接」「玉掛」「床上クレーン」の３つの技能講習です。
実態が明らかになるにつれ、被害の大きさに驚きました。地域的に半島の先端部分にあり、季節的な厳しさも加わ しかし、最近、技能講習の受講者が減少気味で、今回のガス
り復旧に時間がかかっているように感じます。　ニュースを見ていると被災地域のみなさんは本当に気の毒な状況　 溶接講習の受講者も１ケタ台の受講生でした。　
で、東日本大震災を経験した身として、一日も早く復興することを願うばかりです。   ガス溶接は金属材料の切断や溶接などに必要な技能です
　年が改まり、早くも２月。来月は年度をまとめる３月。年度の事業報告・決算まとめ、予算の確定、公益法人報告 が”ガス”を扱うことから、爆発・火災、中毒などの危険有害
等々、年度末特有の業務が予定されており、少々焦りを感じますが、いい報告ができるよう頑張りたいと思います。 性と背中合わせにあります。

それだけに、技能面だけでなく、安全衛生面での深い理解
が必要で、「技能講習」で試験を受け合格した者だけが仕事
に就けるという制約があるのです。

　　　　　　　　ガス溶接実技講習

　1月１２日（金）新年の安全祈願を行いました。 役員
２２名に須賀川労働基準監督署の伊藤署長にもご
参加いただき、須賀川市の神炊館神社でお祓いを 　上記のガス溶接技能講習で受講者が少ないと嘆いています
受け、今年の無事故を祈願いたしました。 が、 この 「テールゲートリフター講習」 は大勢の方に受講して
　この４年間はコロナ感染防止のため、役員会・懇親 いただいております。 今回だけでなく、２月に２回開催の予定
会は開催しておりませんでしたが、今年は４年ぶりに があります。
懇親会も開催させていただきました   ２月１日から、トラック等の荷台の最後尾に昇降機がついて
　神社から場所を移し、協会活動の実績報告と会計 いる設備を使う場合は講習の受講が義務づけられ、建設土木
状況の報告を行ったのち、懇親会に移りました。４年　 業はじめ運送・ガス供給業等から受講していただいております。
ぶりの懇親会でしたが、　参加者からは裃を脱いで
いろいろと率直に話ができる懇親会も大事だねとの　 　　　　　　テールゲートリフター講習
お話もいただきました。

　須賀川市の建設工事安全推進協議会に参加をしてまいりました。この協議会は市内の建設・土木・
電気・水道工事関係のみなさんが工事の安全衛生について研修を行う組織です。年に２回程開催
されているようですが、上記のテールゲートリフター関連や化学物質取り扱いに関する法律改正等
もあり、安全衛生関連の講習を実施している立場から、協議会に参加させていただきました。

　須賀川労働基準協会の「玄関ドアのガラス」が１月２５日
の強風であおられ、衝撃を受けて破損しました。協会の
玄関は北側に面しており、冬の突風でドアがあおられや
すく、１０数年前にも同様に風の影響でドアが壁に打ち 　今月号での「福島労働局」「須賀川労働基準監督署」からのお知らせは下記のアンケート要請の記事
つけられ、破損しております。 だけにさせていただきます。局からの「メールマガジン」や須賀川署からの要請等については、協会の
　修理を依頼しましたが、厚みのあるガラスの入手に数日 ホームページをご覧いただき、チェックをお願いいたします。
かかるとのことで、段ボールとグラスファイバー、ビニール 須賀川労働基準協会のHP  ☞  http://www.srkkyo.sakura.ne.jp/
シートで補修し、しのぎました。
　修理が終わるまで、金庫や重要書類は自宅へ持ち帰り ○　福島労働局から『第１４次防　アンケート』　協力要請
保管しました。 　このアンケートは第１４次福島労働局労働災害防止計画（２０２３年から５年間）の初年度に

おける各事業場の取り組み状況を把握し、次年度以降の１４次防推進に活用させていただき
ます。いただいたご回答は、上記以外の目的で使用することはありません。
  ＜下記のURLでアンケートフォームが表示されますので、質問にお答え下さい＞

　    ☞  https://jsite.mhlw.go.jp/form/pub/roudou07/202311_01_kenan
　＜保護具着用管理責任者教育＞ 「福島１４次防アンケート」 と 入力しても表示されます。
　「化学物質」にかかわる法令が変更され、化学物質取扱
管理者の選任や保護具着用管理責任者の選任が求めら
れるようになります。
　これらの法改正に対応するための講習会として、化学 2月の活動予定
物質管理責任者の講習を１０月に実施し、今回「保護具 　２日 テールゲートリフター講習　（LIXIL総合技術研修センター）
着用管理責任者」の講習会を１月１８日に開催しました。 　８日 テールゲートリフター講習　（須賀川市民温泉）
　受講者に保護具の重要性を認識していただき、社内 　９日、１６日 事業場単体での講習　（クレーン特別教育）
の管理強化に努めるとのコメントをいただいております。 ２１日・２２日 職長教育　（LIXIL総合技術研修センター）

２７日 リスクアセスメント講習　（LIXIL総合技術研修センター）
＜有機溶剤作業従事者教育＞　　
　有機溶剤を使用している事業場は数多くあります。有機溶剤は塗装や洗浄、脱脂等に多く用いられ、工場 ３月の予定
ではなくてはなりませんが、一方で作業者の健康に害を与える物質でもあり、使用にあたっては適切な管理 上旬 理事会　（令和６年度事業計画・予算審議）
が求められます。 ２６日 労災研修会　（LIXIL総合技術センター）
　作業者として「作業管理」・「作業環境管理」・「健康管理」の３管理を守るための講習となっています。 （３月の定期資料送付時に案内書正式版として、改めて送付いたします）

＜ガス溶接技能講習＞　1月２７日・２８日

【１月の協会活動報告】
＜新年安全祈願祭を開催＞　　　１月１１日

＜須賀川労働基準協会のこれからの活動予定＞

＜強風で玄関ドアガラス破損＞　　1月２５日

　　　　　　　　　　　　　　神炊館神社本殿前

＜保護具着用管理責任者教育＞　1月１８日　　＜有機溶剤作業従事者教育＞　　1月２５日

＜テールゲートリフター講習＞　1月２９日

仮補修状態の玄関ドア

＜須賀川市建設工事安全推進協議会＞1月19日

【福島労働局・須賀川労働基準監督署からのお知らせ】　　

須賀川労働基準協会通信 令和６年２月




